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酸及ビ「アルカリ」性緩衝液注入ノ含水炭素

新陳代謝ニ及ボス影響ニ就テノ實驗的研究

       (第3報)

酸 及 ビ「アル カ リ」性 緩衝 液 ト葡 萄糖 合併 注射 ノ

 家 兎 血 糖 量 竝 ニ體 温 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 テ

岡 山醫 科大學柿沼 内科 教室

日 下 連

[昭和8年5月20日 受稿]

Aus der Med. Klinik von Prof. Dr. K. Kakinuma der Med. Fakultat Okayama.

Experimentelle Studien uber die Beeinflussung des Kohlehydratumsatzes

       durch Injektion saurer und alkalischer Puffergemische.

                       (III. Mitteilung.)

Uber die Beeinflussung des Blutzuckers und der Korpertemperatur

      beim Haninchen durch kombinierte Injektionen von

               Puffergemischen und Traubenzucker.

                           Von

Dr. Muraji Kusaka.

Eingegangen am 20. Mai 1933.

    In meinen vorigen Mitteilungen habe ich schon berichtet, dase im Kaninchen-

organismus durch Injektion von alkalischen Puffergemischen (Karbonat-Bikarbonat-

gemische oder primare und sekundare Phosphatgemische) eine Hypoglykamie und eine

Steigerung der Korpertemperatur vorubergehend erzielt worden ist. Auf Grund dieser

Befunde habe ich auch geschlossen, dass dieser Mechanismus der Beeinflussbarkeit der

Korpertemperatur hochstwahrscheinlich auf der Mehrverbrennung von Kohlehydraten

im Organismus durch die Vermehrung von PO4-Ion bei Blutalkalose beruht. Weiter
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habe ich uber die Beeinflussung des Blutzuckers und der Korpertemperatur durch die

kombinierten Injektionen von Puffergemischen und Traubenzucker Untersuchungen

angestellt.

    Die Resultate lassen sich folgendermassen zusammenfassen:

    1) Durch Injektion von Traubenzucker und alkalischem Phosphatgemisch werden
beim normalen Kaninchen eine ziemlich starke Hemmung der Hyperglykamie, eine

Verkurzung der hyperglykamischen Dauer und eine Steigerung der Korpertemperatur

um ungefahr 1.0℃ hervorgerufen.

    2) Die Injektion von Traubenzucker und saurem Phosphatgemisch verursacht eine

langdauernde Hyperglykamie und eine leichte Steigerung der Korpertemperatur.

    3) Durch die Injektion von alkalischem isotonischen Phosphatgemisch wird bei

hungernden Kaninchen (die Kaninchen wurden 6-10 Tage lang in Hunger gehalten)

eine leichte Hyperglykamie und eine massige Temperatursteigerung erzielt.

    4) Die Injektion des sauren Phosphatgemisches bewirkt bei hungernden Kanin-

chen eine erhebliche Steigerung der Blutreduktionswerte, aber keine Temperatur-

steigerung.

    5) Zufuhr von Traubenzucker verursacht beim hungernden Kaninchen im Ge-

gensatz zu dem nomalen Tier eine langdauerde und erhohte Hyperglykamie, aber keine

Temperatursteigerung.

    6) Bei der Kombination der Injektionen von alkalischem Phosphatgemisch und

Traubenzucker wird bei hungernden Kaninchen eine leichte Verstarkung der Hyper-

glykamie, deren Verlangerung und eine Temperatursteigerung erzielt, aber die Tem-

peratursteigerung ist nicht bedeutend im Vergleich zu der Korpertemperatur des

Tieres vor dem Hungern. (Autoreferat).
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第1章 緒 論

 水 酸化 「イオ ン」濃度及 ビ燐酸 「イオ ン」ノ

生體 内含水炭素新陳代謝 ニ對 シ重大 ナル役目

ヲ演 ズル コ ト,又 之等「イオ ン」ノ作用 ニ對 シ

「ア ドレナ リン」竝ニ「インシユ リン」ノ及ボス

影響ニ 關 シ攻究 セシ處ア リタル ヲ以テ余 ハ先

ニ之 ヲ報告 セリ.更 ニ本項ニ於 テ葡萄糖負 荷

家兎竝ニ饑 餓 家兎ニ對シ,之 等「イオ ン」ノ及

ボ ス影響ニ就テ聊カ觀 察 セシヲ以テ以下其 ノ

實驗成績 ヲ報告セン トス.

第2章 實驗 方 法

 實驗 材料,實驗 條件,注 入緩衝液等總テ第1報

詳述ノ如シ.本項實驗ニ使用ノ葡萄糖ハ20%水 溶

液ニ シテ體重毎kg1.0gノ 割合ニ體温ニ豫温シテ

静脉 内ニ 注 入 セ リ.

 饑 餓實驗ニ 於 テ ハ家 兎 ヲ6乃 至10日 間 饑餓 ト

ナ シタ ル後ニ 實驗ニ 供 セ リ.

第3章 實驗 成 績

第1節  正常家兎實驗成績

第1項 葡 萄糖 注 入

第1表 葡萄糖注入ノ血糖及ビ體温ニ及ボス影響
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 葡 萄 糖 各頭10cc (2.0g)静脉 内注 入 ヲ行 フニ 上

表 ニ示 スガ如 ク血糖價 ハ多 クハ3-4時 間 ニ シテ

注 入前 ノ値ニ 復 ス ル ヲ見 ル(注 入後10分 時 ノ血糖

量 ハ普 通 ノ如 ク0.1ccノ採 血 ニテハ 多 キニ 過 ギ定

量 不可 能 ナ リシヲ以 テ?ニ テ 表 セ リ).

 Pavy1), Bang2),山 川,佐 々,木 島,上 春3),櫻 井4),

野 間5),山 田6)ノ 諸氏 ニ ヨ レバ家 兎ニ 葡 萄糖 ヲ注入

ス ルニ 血糖 量 ハ 注入直 後 著 シク増 加 シ,次 デ初 メ

急速ニ 後ニ ハ徐 々ニ 減 少 シ,體 重ト 注 入量 トニ ヨ

リ差 異 ハ ア レ ドモ大體3-4時 間 後 ニハ注入 前 ノ

値ニ 復 シ,或 ハ ー時 ソ レ以 下ニ 降 下 ス ル貼ニ 一致

セ ルガ,即 チ余 ノ實驗ニ 於 テ モ先 ヅ先 進諸 家 ノ業

績ト 一 致 セ ル ヲ觀 察 セ リ.

 次ニ 葡萄 糖 注 入ニ ヨ リテ體 温 ハ多 少 ノ變 化 ヲ來

スモ,先 大體ニ 於 テ 著變 ナ シト云 フ ヲ得 ベ シ.

第2項 葡萄糖 ト「アルカリ」性緩衝液合併注射

第2表 葡萄糖ト同時ニ「アルカリ」性緩衝液注入ノ血糖及 ビ體温變化

103



308 日 下 連

 葡萄 糖ト 同時ニ 「ア ル カ リ」性 燐酸鹽 緩 衝 液 ノ注

入 ヲ行 フニ,血 糖 量 ハ注 入 後2-3時 間 ニ シテ注 入

前 ノ値 或 ハ多少 ソレ以 下ニ 下降 スル ヲ認 ム,之 ヲ

前項 葡萄 糖單獨 注入ニ 比 スル ニ約1時 間 早 ク血 管

内 ヨ リ糖 ノ消 失 スル ヲ見 ル.又 前 項 ノ實 驗 ニテ ハ

注 入10分 後 ノ血糖 量 ハ多 キ ニ過 ギ0.1ccノ 採 血 ニ

テ ハ定 量 出來 ザ リ シニ 合併 注射ニ 於 テハ10分 後

ノ血糖 量 モ定 量 可能 トナ レ リ.

 J. Abelin u. Goldner7)氏 ハ家 兎ニ經口 的 ニ

LavuloseトDinatriumphosphat或 ハ 葡 萄 糖 ト

Dinatriumphosphatヲ 同時ニ 投與 セ シニ過 血糖 ハ

之等 葡 萄 糖或 ハLavuloseノ ミヲ與 ヘ シ時 ヨ リ急

激 ニ起 リ,而 モ高値 ヲ示 セル ヲ觀 察 セ リ.然 ルニ

西 元8)氏,中 村9)氏 等 ハ家 兎ニ 葡萄 糖 ト同 時ニ 無

機 燐酸鹽 溶液 ノ注 入 ヲ行 フニ過 血糖 抑 制 サ レ,且

注 入 前 ノ値ニ 復 ス ル時間 早 キ ヲ觀察 セ シガ,余 ノ

成 績 モ2氏 ノ結 果ト 大略 一致 セ リ.

 次ニ體 温 ハ1.0℃ 内外 ノ上昇 ヲ來 セ リ,之 ヲ第1

報 「アル カ リ」性緩 衝 液單獨 注入ト 比 較 スルニ 其 ノ

上 昇度寧 ロ輕 度 ナ ル ヲ見 ル.然 レ ドモ體 温 動搖 ノ

時 間的 關 係 ハ凡 ソ相等 シク即 チ2-3時 間 ニ シテ

最 高温 度 ヲ示 シ,5-6時 間ニ シテ 固 有 ノ體 温ニ 復

歸 セ リ.

第3表 「アルカリ」性緩衝液注入後葡萄糖注射ノ血糖及 ビ體温變化
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 「ア ル カ リ」 性緩 衝 液注 入 後1I/2-2時 間 葡萄 糖

ノ注入 ヲ行 フニ,同 時ニ 注射 セ シ場合 ト同 ジク,

過 血糖 ハ抑 制 サ レ,且 注 入糖 ノ血管 内停 滞時 間 ノ

單縮 ヲ見 ル.體 温ニ 及 ボ ス影響 ニ大 ナル差 異 ヲ認

メザ ルモ例 外 トシテ第3表 第1例 ノ如 ク葡葡 糖 ノ

注 入ニ ヨ リテ 上昇體 温 ノ急 激 ナル下降 ヲ來 セル ヲ

2-3觀 察 セ リ.

第3項 葡萄糖 ト酸性緩衝液合併注射
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第4表 葡萄糖ト同時ニ酸性緩衝液注入ノ血糖及 ビ體温變化
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 葡萄糖ト同時ニ酸性緩衝液ノ注射ヲ行フニ,葡

萄糖單獨注入,又 「アルカリ」性緩衝液 トノ合併注

射等ニ比シ特ニ過血糖 ノ増強サレタリト認ムベキ

點ナキモ過血糖現象ノ持續時間ハ遙ニ長ク,即 チ

注射後5時 間ニ 於 テ モ尚 ホ舊値ニ 復歸 セ ズ,此 間

體 温 ノ變 動 ヲ觀 察 ス ルニ體温 ノ上昇 ハ來 スモ1.0℃

ヲ越 ユル モ ノナ ク,即 チ前項 「ア ル カ リ」性緩 衝 液

合併注 射ニ 比 シ輕度 ナル ヲ認 ム.

第2節 饑餓家兎實驗成績

第1項 「アルカリ」性緩衝液注射

第5表 饑餓家兎「アルカ リ」性緩衝液注入ノ血糖及 ビ體温變化

107



312 日 下 連

 家 兎 ヲ6乃 至10日 間饑 餓状 態 トナ ス ニ體 重 ハ

500-800gノ 減 少 ヲ來 セ リ.體 温 ハ饑 餓 ノ初 期 ニ

ハ何 等 ノ動搖 ヲモ來 サ ザ ルモ 體重 ノ減 少 ヲ來 ス ニ

至 レ バ約1.0℃ 内外 ノ下降 ヲ示 スニ 至 ル.然 レ共

例外 トシテ尚 ホ克 ク固有 ノ體 温 ヲ保 持 セ ル ア リ.

血 糖 ノ變 化 ハ如 何 ト云 フ ニ,余 ノ觀 察ニ 於 テ ハ6

乃 至10日 間 ノ饑 餓 ニテ ハ 大體 血糖 量 ノ變 化 ナ ク,

多 少 ノ増減 ヲ見 タル モ凡 ソ生 理 的動 搖 範圍 内 ニ ア

リタ リ.從 來 諸家 ノ文 獻ニ 見 ル ニ家 兎5乃 至6日

ノ饑 餓ニ テ ハ多 少 ノ増減 アルモ 生理 的 範圍 内 ニア

リ トナ スモ ノニBang2),五 斗10),小 澤,洲 崎11),

Underhill12),吉 岐13)ノ 諸 氏 ア リ.7乃 至12日 間迄

ハ正 常ト ナス ニ今 村,吉 良14)兩 氏 ア リ.犬ニ テ14日

間 迄ハ 正常 ナ リシ ヲ觀 察 セシBierry u. Fundard15)

氏 ア リ.

 Benno Slotopolsky16)氏ハ 精神 病者ニ テ約10日

間 ノ饑 餓期 間血 糖 ノ觀 察 ヲ ナシタ ルニ 第1日 ニ於

テ急 激 ニ下 降 シ,ソ レヨ リ漸 次 正常 或ハ 正常ニ 近

キ血 糖量 ニ歸 ル可 能性 アル ヲ確 メタ リ.家 兎 或 ハ

犬 ニ於 ケル 以上 諸 家 ノ觀 察ハ 凡 ソ余 ノ觀 察 ト一致

セ ル ヲ見 ル.

 斯 カル6日 乃至10日 間 ノ饑 餓家 兎 ニ 「ア ル カ

リ」性 燐 酸鹽 緩 衝液 ノ注 射 ヲ行 フニ,第1報 正常 家

兎 實驗 ニ於 ケル ト反封 ニ輕 度 ノ過 血 糖 ヲ來 セ リ.

然 レ共 例外 トシテ 第5表 第3例 ノ如 キ相 當 度 ノ血

糖 上昇 ヲ示 セ ルモ ノヲ モ觀 察セ リ.體 温 ノ變 化 ハ

第1例 ノ如 キ相當 著 明 ノモ ノア リタ レ ドモ 一般 ニ

ハ輕 微 ナ リ.而 モ著 明 ナル モ ノ ト雖 モ饑 餓 前 ノ體

温 ニ比 スレ バ殆 ド上 昇 ナ シ ト云 フヲ得 ベ シ.此 處

ニ注 目 ス ベキハ體 温 上昇 ア ル モ ノニテハ 其 ノ過 血

糖輕 度 ナル點 ナ リ(第5表 第1例).

第2項 酸 性 緩 衝 液 注 射

第6表 饑餓家兎酸性緩衝液注入ノ血糖竝體温變化
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 上述 ノ如キ饑餓家兎ニ酸性燐酸鹽緩衝液ノ注射

ヲ行フニ,例 外ナク相當著シキ血糖ノ上昇ヲ來セ

リ,即 チ正常家兎ニ酸性緩衝液 ノ注入ヲ行ヒタル

實 驗 ヨ リモ尚 ホ著 明 ナ ル過 血 糖 ヲ來 セ リ.

 體 温 ノ上 昇 ハ全 ク輕 度 ニ シテ 正常 實驗 ノ場 合 ヨ

リモ遙 ニ低 シ.

第3項 葡 萄 糖 注 射

第7表 饑餓家兎葡萄糖注入ノ血糖及 ビ體温ノ變化

 Bang2), Staub17), Traugott18),末 永19), Kisch20)

ノ諸 氏 ハ何 レ モ饑 餓 家 兎或 ハ犬 ニ於 テ糖 負 荷試 驗

ヲナ シ タルニ 正常 ニ比 シ血糖 上昇 度 大 ニシテ其 ノ

下 降 ノ遅 延 セル ヲ看 タルガ,コ ハ上 表 ニ示 ス余 ノ

實 驗 ニ於 テ モ看取 サ ハ ル處ニ シテ,即 チ注射 後6

時 間 ニ於 テ モ舊 値 ニ復 セザ ル モ ノア リ.

 體 温 ハ全 ク上昇 セズ.反 ツテ 下降 ノ傾 向 ヲ示 セ

ルモ ノア リタ リ.
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第4項 葡萄糖 ト同時ニ「アルカリ」性緩衝液注射

第8表 饑餓家兎葡萄糖 ト同時ニ「アルカリ」性緩衝液注入ノ血糖及 ビ體温變化

 饑餓家兎ニ「アルカリ」性燐酸鹽緩衝液 ト同時ニ

葡萄糖 ノ注入ヲ行フニ前項葡萄糖單一負荷試験ニ

比シ血糖上昇度低キモ,而 モ尚ホ之ヲ正常家兎ニ

葡萄糖ト同時ニ「アルカリ」性緩衝液ノ注入ヲナシ

タル實驗ニ比スレバ多少高位ヲ示シ,且 過血糖持

續時間長シ.

 體温ハ著明ノ上昇ヲ來シタリト雖モ,之 ヲ饑餓

前 ノ體温ニ比スレバ著 シキ上昇ト云フヲ得ズ.

第4章 總 括 及 ビ考察

Harrop und Benedict21),黒 川22),原田23)

ノ諸 氏ハ動物 ニ糖 ノ注 入ヲ行 フニ,其 ノ際血

清 中ノ無機燐酸 ノ減少.又 尿中ニ排泄 サルル

無機燐酸モ減少 セル ヲ見 タリ.尚 ホ黒川22)氏

ハ其 ノ際注入糖ハ血管内 ヨリ直ニ消失 スルモ

無機燐酸ハ,ソ レヨ リ2乃 至3時 間遅 レテ消

失 スルヲ見 タル ガ,此 點 ヨ リスレバ注入糖ハ

Blutphosphatニ對 シEigentlicher Zucker
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ヨ リ異 リタル關係 ニアル コ トヲ知ル.又 余 ノ

第1報 緒言 ニ述ベシ ガ如 ク注 入葡萄糖 ガ其 ノ

儘燃燒 サル ルモノ トハ考 ヘラ レズ.

 葡 萄糖 ト同時ニ 「アルカ リ」性燐酸鹽 緩衝液

ノ注 入ヲ行 ヒタル ニ,葡 萄糖單一注射 ニ比 シ,

其 ノ過血糖現象抑制 サレ,且 注入糖 ノ血管内

消失時間 ノ促進サ レタルヲ見 タルハ,即 注入

糖 トハ無關係 ニ生體内既存ノ糖(Endogener

Zucker)ト 燐 酸トノ 結合起 リ,其 ノ還元性 ヲ

失 ヒタルニ據 ルニ非 ラザル ヤ,余ト 同條件 ノ

モ トニ血中燐酸鹽 ノ消長ヲ見タル同僚原田23)

ノ實 驗成績 ニ見ルモ此點首肯シ得 ラルル處 ナ

リ.

 Engelhardtu. Parschin24)氏ハ 分離 セル肝

臓 ヲ「リンゲル」氏液 ニテ灌流ナスニ灌流液中

ニ無機燐酸鹽 ノ増加ヲ來 ス,然 ルニ 「リンゲ

ル」氏液 ニ葡萄糖 ヲ添加 スルニ無機燐酸鹽 ハ

漸次減少 セリ.即 チ葡萄糖 ノ影響 ノモ トニテ

ハOrganische Phosphorverbindungノ 分

解 ヨリPhosphorylierungノ 現 象優 レルヲ

看タ リ.Fischler and Schmidt25)氏 ハ 「一

般 ニ血液中ニ 過剰ノ糖存在スル時糖 ニ關 スル

Stoffwechsellageハ 糖 原生成即 チAufbau-

vorgangニ,血 液 中ニ過剰 ノ燐酸鹽存 シ而モ

血液ノrelativer Alkaloseナ ル時 ハZucker-

phosphatverbindungハ 他 ノ生理的目的 ニ役

立 ツ,即 チStoffwechsellageハAbbauvorg-

angニ 其 ノ重心 ヲ置クモノナ リ」 ト云ヘ リ.

第1報 緒言ニ述ベ シ如 クS. Fujita26)氏 ハ家

兎 ニ經口 的 ニ或ハ非經口 的 ニ葡萄糖 ト同時 ニ

燐 酸鹽 混合液 ヲ投與 シ肝臓糖原 ノ生 成促進 ヲ

見 タ リ.飜 ツテ余 ノ成績 ヲ見ルニ,葡 萄糖 ト

同時 ニ「アルカ リ」性緩衝液 ノ注入 ヲナ シタル

ニ體温 ノ上昇 ハ1.0℃ 内外 ニシテ餘 リ著 シカ

ラザル結果 ニ到達 セリ.上 述諸家 ノ業績 ヨリ

考 フルニ,本 實驗 ニテハ即 チ糖 ノ分解 ヨ リ合

成機轉 ニ其 ノ重心 ヲ置ケルモノ ト考ヘラルナ

リ.

 饑 餓時生體内諸種 新陳代謝機能 ノ失調或 ハ

低下 ヲ來 ス事ハ明 ナル處ニ シテ例バ饑餓 家兎

或ハ犬 ノ血中 「アルカ リ」ノ減少(London27)

(1826), Elias, Spiro u. Pemsel28), H. Asada29)),

肝臓 ニ於ケル糖原合成ノ減少(Barrenschen30)

咲 山31))上 糖負 荷試驗ニ於 ケル過血糖ノ上掲

昇度 大,且 持續時間ノ延長 スル點等.饑 餓家

兎ニ「アルカ リ」性緩衝液 ノ注入 ヲ爲 シタルニ

正常實驗 ニ反對 ニ輕度ナル過血糖ヲ起 シ,又

體 温 ノ上昇モ來 サザ リシハ,即 チ饑餓ニ ヨリ

殊 ニ家 兎ノ如 キ動物 ニ於テハ機能失調程度著

シク,爲 ニ本實驗 ニ使用 セシガ如キ血液 「ア

ルカ リ」度ニ 近キ緩衝液ニモ刺戟サ レテ過血

糖 ヲ來 シタルモノナルベク,又 體温 ノ上昇ナ

キハ即 チ糖 ノ所謂Phosphorylierung起 ラ

ザルカ,起 ルモ尚 ホ進 ンデ燃燒 マデ ノ過程ニ

達 セザルモノト思惟 サル.然 レドモ,本 實驗

ニテ中ニヨク體温ノ上昇 ヲ來 シタルヲ見タル

ハ比較的機能失調度輕ク,且 糖 ノ貯藏モ多 ク

Phosphorylierung→Verbrennungト 經過 セ

シモノ ト信ゼ ラル.コ ハ同僚原 田ノ實驗ニ見

ルモ明 カナル點 ニシテ,原 田ハ即チ余 ト同條

件 ノモ トニ血中無機燐酸鹽 ノ動搖 ヲ觀察 シタ

ルニ,體 温 ノ上昇 ヲ來 サザ リシ例ニテハ,血

中無機性燐 ニハ一般 ニ著變 ナク,若 クハ多少

増 加 ノ傾向ヲ示 セル ニ,體 温ノ上昇ヲ來 シタ

ルモノニテハ多多 ノ減少 ヲ認 メタ リ.

 從 來生體内ニ注入サ レタル糖 ノ運命 ニ關 シ
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テ ハ 幾 多 ノ 研 究 業績 ア リ.例 バ 肋 膜,腹 膜,

消 化 管 等 ノ 體 腔 ヘ モ 排 出 サ ル ル トナ ス モ ノ

(Kleiner32),佐 藤33),燃燒 サ ル ル トナ ス モ ノ

(Scaffidi34)),糖 原 ニ 合 成 サ ル ル トナ ス モ ノ

(Freund u. Popper36), Ischimori(石 森)37),

佐 藤38)),普 通 ノ還元法 ニテハ證 明サ レザル物

質(例Sucre virtuelノ 如 キモ ノ)ニ 變化 スル

トナスモノ(Lepine et Boulud39))等 ア レド

モ,山 川教授40)及 ビ其 ノ門下諸氏 ハ合成糖原

量 ノ注 入糖 量 ト比較 シテ其 ノ餘 リニ少 キヲ指

摘 シ,或 ハ又種 々精細ナル實驗結果 ヨリ,上

述成績 ノ正シカラザル ヲ證明 シ,葡 萄糖注 入

後各組織 ニ遊離糖 ノ附着セルヲ證明スルモ其

ノ量ハ消失 シタル注入糖量 ヨリ遥 ニ小ナルヲ

以 テ血管内ニ注 入セラ レタル糖ハ毛細 管ニ入

リ各種 ノ組織 ニ達 スル ヤ否 ヤ其 ノ大部分ハ還

元性 ヲ有 セザル物質 ニ變形スル モノノ如 シ,

而 シテ斯クノ如 ク變 形 シタル物質 ノ何物 ナル

ヤ,又 如何 ナル運命 ヲ取 ルモノナルヤハ此後

ノ研究 ニ待 タザルベカ ラザルモ少 クモ膵臓性

糖 尿ノ場 合ニハ再 ビ糖 トナ リテ尿中 ニ排出サ

ルモノナ リ」ト述ベタ リ.Mendel, Engel u.

Goldscheider氏 等 ハ體細胞 ハ總 テ糖 ヲ収容

スルノ能力 ア リトノ假説 ヲ立 テ,流 血中ニ入

リシ糖 ノ大部分ハ直ニ體細胞 内ニ収容貯藏 サ

レ,必 要 ニ應 ジテ血中 ニ送出サ レ,斯 クシテ

血糖ハ常ニ一定 ニ保持サルルナラント説 明 セ

リ.我 ガ数室野間42)氏 ハ網状織内被細胞系統

ガ葡萄糖攝 取 ノ機能 アル事 ヲ實驗證 明 セリ.

以 上要 スル ニ,注 入糖 ノ運命ニ關 シテハ尚 ホ

一定 ノ歸着點 ナシト雖モ,山 川氏,野 間氏,

Goldscheider氏 等 ノ説 ヨ リス レバ注入糖 ノ

大部分ハ注入直後 ニ於テ體細胞ノ總 テ,殊 ニ

網 内系等 ニ攝取 サルルモノナルコ ト疑 ナキガ

如 シ.果 シテ然 ラバ饑餓家 兎ニ葡萄糖 ノ注入

ヲ行 フニ,其 ノ過血糖 ノ程度高 ク且持續時間

ノ延 長ヲ來 シタルハ饑餓 ニヨリ各種代謝機能

ノ失調低下ヲ來 シタル爲 メナラント ナスモ大

ナル誤ナラザルベ シ.

 次 ニ饑餓家兎ニ,葡 萄糖 ト同時ニ 「アルカ

リ」性燐酸鹽緩衝液 ノ注射 ヲナ シタルニ,體

温ノ上昇著 シク,且 過血糖持續 時間長 シ,此

實驗 ニ於テ原田ハ血中無機燐酸ノ減少 ヲ確 メ

タ リ.

 本 實 驗結果 ヨリ看 レバ恰モ既存 ノ糖バカ リ

ナラズ注入糖 モPhoephorylierungニ關 與

シ,糖 ノ燃燒 増加 セルヤノ感 ア レドモ體温ノ

上昇著 シキト云 フモ饑餓前固有 ノ體温 ニ比 ス

レバ甚 シキ上昇 ト云 フヲ得 ズ.Fischler und

Ottdusooser氏 ガ 試驗 的 ニ個體 ヨ リ強ク糖

ノ奪取 ヲナス時(Glykoprive Intoxikation

(Fischler), hypoglykamische Reaktion

(Banting u. Best), Verelendungshypo-

glykamie (Fischler))體 温 ハ著 シク(33℃

或 ハソレ以下)下 降 シ其 ノ際糖 ノ供給 ヲナ セ

バ再 ビ正常 ニ歸 ルコ トヲ観察 シタル實驗,又

Busche u. Vasarhelyi44)氏 ガ二十 日鼠ヲ饑

餓 トナシタルニ體温 ノ下降著 シク,此 時經 口

的或 ハ皮下 ニ牛乳又 ハ葡萄糖 ノ投與 ヲナスニ

單時 間内ニ 正常 ニ復歸 シタル實驗等 ト其 ノ軌

ヲ1ツ ニセルモノ ト考ヘラル.即 チ此際注入

糖ノ直ニPhosphorylierungニ 關 與 シ燃燒 ス

ルモノト ハ考 ヘラレザル處 ナ リ.
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第5章 結 論

 1) 正常 家 兎ニ葡萄糖 ト同時 ニ「アルカ リ」

性燐酸鹽 緩衝液ノ注射 ヲ行フニ,過 血糖 ノ抑

制,持續 時間ノ短縮且1.0℃ 内外 ノ體温 ノ上

昇 ヲ來 セリ.

 2) 葡 萄 糖 ト同時ニ酸性緩衝 液 ノ注入 ヲナ

スニ,過 血糖 ノ増強 ナキモ持續時間ノ延長,

輕 度 ノ體温 上昇 ヲ來 セ リ.

 3) 饑 餓 家兎(6乃 至10日 間)ニ 「アル カ

リ」性緩衝液 ノ注射 ヲ行 フニ輕度 ノ過血糖 ヲ

來 シ,輕 キ體温 ノ上昇 アリタ リ.

 4) 饑 餓 家兎ニ酸性 緩 衝 液 ノ注射 ヲ行 フ

ニ,著 明ナル過血糖 ヲ來 シ,體 温 ノ上昇殆 ド

ナシ.

 5) 饑 餓家 兎ニ葡萄糖 ノ注入ヲ行 フニ,正

常家 兎ニ比 シ血糖上昇度大,且 持續時間 ノ延

長 ア リ,體 温 ノ上昇 ナシ.

 6) 饑 餓家兎ニ葡萄糖 ト同時 ニ「アルカ リ」

性燐酸鹽 緩衝液 ノ注 入ヲナス ニ過血糖多少増

強 サレ,持續 時 間ノ延長 ヲ見ル.體 温 ノ上昇

ヲ見ルモ,饑 餓前固有ノ體温 ニ比 シ著 シカラ

ズ.

 擱筆 スルニ臨 ミ終始御懇篤ナル御指導ヲ賜リ
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